
卜う
ら

部べ

家け

斎さ
い

場ぢ
や
う

所し
よ

〔
吉
田
山
に
あ
り
。
原も
と

洛
陽
近こ
の

衛ゑ

室
町
の
私
第
に
あ
り
、
事
は
長
興
日
記
に
見
ゆ
。
文
明
十
六
年
兼か
ね

倶と
も

卿
こ
ゝ
に
移

し
、
其
諸
国
名
神
扁
題
み
な
公
卿
の
筆
す
る
所
な
り
。
天
文
十
七
年
二
月
神
璽
を
奉
じ
て
禁
中
に
遷
し
、
尋
で
復
帰
る
、
こ
れ
は
兵
乱
を
避

ん
が
為
な
り
。
兼
右
卿
日
録
に
見
ゆ
。
天
正
年
中
勅
し
て
八
神
殿
を
こ
こ
に
遷
す
、
慶
長
十
四
年
八
月
勅
し
て
神じ
ん

祇き
く

官わ
ん

代だ
い

と
な
る
〕


